
市政繋鷲で二 
」受裟rT“雪に」こュー 

毎
号
と
じ

こ
ん
で

く
だ
さ
い
。

後
で

き
っ

と
お

役
に

立
ち

ま
す
。
 

4 

で
開
き
ま
す
。
 

初
日
の
毘
沙
門

・
長
富
地
区

は
、
午
前
十
時
か
ら
由
」疹

門

・

長
富
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

で
開
催
。
同
地
区
の
部
落
会
長
、
 

行
政
連
絡
員
、
住
民
協
議
会
長

を
は
じ
め
地
区
住
民
、
そ
し
て

地
元
市
議
な
ど
、
市
か
ら
は
森

田
市
長
、
吉
岡
助
役
を
は
じ
め

関
係
部
課
長
な
ど
合
わ
せ
て
約

七
十
人
が
出
席
。
 

最
初
に
森
田
市
長
が
 
「去
る

三
月
に
は
半
島
振
興
対
策
実
施

地
域
の
指
定
を
獲
得
で
き
た
な

ど
、
本
市
は
今
明
る
い
展
望
が

次
々
と
ひ
ら
け
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

今
後
、
農
業
の
振
興
は
も
と
よ
 

り
、
企
業
誘
致
と
地
場
産
業
の

振
興
を
積
極
的
に
進
め
、
ど
こ

に
も
負
け
な
い
立
派
な
五
所
川

原
市
を
建
設
し
て
い
き
た
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
。
 

引
き
続
き
懇
談
に
入
り
、
同

地
区
か
ら
は
道
路
や
側
溝
の
整

備
、
防
犯
灯
の
増
設
な
ど
生
活

に
密
着
し
た
身
近
な
問
題
に
つ

い
て
の
要
望
が
数
多
く
出
さ
れ
、
 

そ
れ
ら
の
ー
つ
ひ
と
つ
に
、
市

長
は
じ
め
関
係
職
員
が
市
の
対

応
策
を
示
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
九
月
一
日
以
降
の
日

程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
市
民

多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

しかわら 
発行 五所川原市 

〒037 
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8
日
明
  

5
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団
  

4
日
困
  

2
日
因
  

9
月
1
日
明
 

月
日
（
曜日
）
 
 

午
前
1
1
0
時
 

午
前
1
1
0
時
 

午
前
1
1
0
時
 

午
前
1
1
0
時
 

午
前
1
1
0
時
 

時
 
間
 

市

民
文

化
会
館
 

農

村
婦

人

の
家
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
 

セ
ン
タ
ー
七
和
 

コ 

セュ
ンニ
タテ 

~ 	イ 
松 
島 

コ 

セュ
ンニ
タテ 
1 	イ 

好 

場
 
所
 

五
所
川
原
 

地
区
 

小
曲
地
区
 

七
和
地
区
 

松
島
地
区
 

三
好
地
区
 

対
象
地
区
 

市
で
は
、
八
月
二
十

一
日
か

ら
市
内
各
地
区
で
市
政
懇
談
会

を
開
い
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
市
民
か
ら
直
接
、
 

地
域
の
問
題
占
革
要
望
、
意
見
 

，
“
 

1
I

~
 

な
ど
を
聴
き
、
そ
れ
を
で
き
る

だ
け
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め

の
も
の
で
、
毘
沙
門

・
長
富
地

区
を
皮
切
り
に
、
九
月
八
日
の

五
所
川
原
地
区
ま
で
十

ー
カ
所
 

ー
地
区
毎
に
市

政
懇
談
会
開
く
ー
 

、 	 ~ 

昭和61年 

No.622 

（昭和59年10月 1日制定） 市 民 憲 章 

わたくしたちの先人は、不擁不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活カに満ちた五所川原市を築き

上げました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

O文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

O未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 



台
風
に
備
え
る
 

正
し
い
情
報
を
よ
り
早
癌
 

あ
る
範
囲
で
す
0
台
風
 
ビ
 
中
 

の
中
心
や
暴
風
域
が
、
 

予
報
円
、
暴
風
警
戒
域
 

の
円
内
に
入
る
確
率
は
 

と
も
に
六
〇
％
と
な
っ
て
い
ま
 

す
。
 

ま
た
、暴
風
域
の
外
側
に
は
、
 

風
速
十
五
屑
以
上
の
強
い
風
が
 

吹
く
「
強
風
域
」
が
必
ず
あ
り
 

（第622号） ② 昭和61年（1986年） 9月1日 広報ごしよがわら 

豊鴛轟- -r& 	麟 
豊かな水に恵まれ、四季の変化の美しい日本。 

しかし、その一方で、台風の通り道に当たり、地
震が多いという ぢ立き所， を抱えていることも忘

れてはなりません。 
この機会に、台風と地震に対する日頃の備えを

もう一度見直してみて1まいかがでしょうか。 

怖
い
も
の
の
代
名
詞
と
い
え

ば
、
 「地
震
、
雷
、
火
事
、
お

や
じ
」
と
昔
か
ら
相
場
は
決
ま

っ
て
い
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
台

風
は
こ
の
中
に
入
っ
て
い
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
 

台
風
が
、
地
震
や
雷
と
い
ち

ば
ん
違
う
と
こ
ろ
は
、他
の
災

害
が
突
発
的
に
発
生
す
る
の
に

対
し
、
台
風
は
規
模
や
進
路
な

ど
を
あ
る
程
度
予
測
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
言

い
換
え
れ
ば
、
正
し
い
情
報
を

よ
り
早
く
知
り
、
備
え
が
で
き
 
 

れ
ば
、
台
風
の
被
害
は
最
小
限

に
く
い
止
め
ら
れ
る
、
と
い
え

る
の
で
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
台
風
の
進
路
予

報
図
の
表
示
方
法
が
、
今
年
の

六
月
か
ら
新
し
く
変
わ
り
ま
し

た
。
い
ぎ
、
台
風
が
近
づ
い
て

か
ら
あ
わ
て
ふ
た
め
い
たり
し

な
い
よ
う
、
前
も
っ
て
正
し
い

見
方
を
覚
え
て
お
き
た
い
も
の

で
す
。
防
災
の
第
一
歩
は
、
日

頃
の
備
え
と
、
正
し
い
情
報
の

入
手
に
あ
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
 

ノ
、
。
 

ー
 
A
プ
レ
 

細

悲
 

私
し
 

路
 

進
 

い
 

新
 

α
 
よ
m一
 
今

ま
で
の

厘

、
ゴ
」ョ
進
路

予
報
の

台
 
王
班

表
示
方
法
（図

川
 
」
廿
”
刊
 

ー
A
）
は
、
 

E
」」
に
 十
二
時
間
後
、
 

ま
た
は
二
十
四
時
間後
に
台
風

の
中
心
が
く
る
と
予
想
さ
れ
る

地
域
を
「
予
報
円
」
と
し
て
破

線
で
表
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

表
示
方
法
の
欠
点
は
、
予
報
円

が
暴
風
の
吹
く
範
囲
と
勘
違
い

さ
れ
や
す
い
こ
と
で
した
。
つ

ま
り
、
破
線
の
外
側
な
ら
安
全
 

l

」
いう
錯
覚
を
起
こ
し
や
す

か
っ
た
と
い
え
ま
す
。
 

新
し
い
表
示
方
法
図
 
B
)
 

は
、
こ
れ
ま
で
の
予
報
円
の
表

示
の
ほ
か
に
、
暴
風
域
と
暴
風

警
戒
域
を
実
線
で
付
け
加
え
た

も
の
で
す
。
暴
風
域
と
は
、
平

均
風
速
毎
秒
二
十
五
」川
以
上
の

暴
風
が
実
際
に
吹
い
て
い
る
範

囲
。
暴
風
警
戒
域
と
は
、
予
想

時
刻
に
暴
風
域
に
なる
恐
れ
の
 

8 月30日、気象衛星ひまわ 

13号、14号（左から）の衛 

、地震計がとらえた「昭和
の東西の揺れ。 

A上の写真は、昭和60年 

'J がとらえた台風12号
星画像コ下のグラフは 

59年長野県西部地震」 

に健 

今
ま
で
の
 

ま
す
。
暴
風
警
戒
域
の
外
側
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
決
し
て
気
を

緩
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
 

自
分
勝

手
な

判
断
が
 

被
害
を
よ

り
大
き
く
す
る
 

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
表
 

ま
す
。
朝
の
予
報
で
は
、
上
陸

示
方
法
で
は
、
予
報
円
の
中
心
 
し

な
い
と
の
見
通
しも
、
午
後

に
×
印
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
 

に
な
っ
て
か
ら
急
に
進
路
を
変

た
。
台
風
の
中
心
が
×
印
に
来
 

え
て
上
陸
ー
 
い
う
こ
と
も
無

る
可
能
性
が
一
番
高
い
こ
と
を
 
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
す
。
 

表
し
た
も
の
で
す
。
 

で
す
か
ら
台
風
情
報
を
一
度

し
か
し
、
こ
の
×
印
が
あ
る
 
だ
け
聞

い
て
、
自
分
で
勝
手
に

と
、
台
風
の
中
心
が
必
ず
こ
の
 

判
断
を
く
だ
す
の
は
大
変
危
険

位
置
に
来
る
も
の
と
誤
解
さ
れ
 

で
す
。
被
害
を
大
き
く
し
な
い

や
す
い
た
め
、
新
し
い
表
示
方
 
た
め
に

は
、
次
々
に
出
さ
れ
る

法
で
は
省
略
さ
れ
ま
し
た
。
 

予
報
を
注
意
深
く
聞
い
て
、
そ

台
風
の
進
路
や
勢
力
は
、ま
 
の

都
度
判
断
す
る
よ
う
に
し
た

る
で
生
き
物
の
よ
う
に
変
化
し
 

い
も
の
で
す
。
 

馴
 

Z
×
ブ
・
 

(
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ノ
・・彦
  

嘘
総磯
一
 

ゆ
 
)
 

『
 

〈
地
震
の
心
得
十
か
条
v
 

大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
 

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
9
)
 

以
来
、
日
本
で
起
き
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7
以
上
の
地
震
は
約

四
＋
回
を
数
え
ま
す
。
地
震
多

発
国
ニ
ッ
ポ
ン
に
住
む
わ
た
し

達
は
、
常
に
地
震
災
害
の
が
け

っ
ぶ
ち
に
立
た
さ
れ
て
い
る
、

．
 

と
い
っ
で
も
言
い
過
ぎ
で
は
あ
 

と
こ
ろ
が
、
地
震
に
対
す
る

心
構
え
は
万
全
か
、と
い
え
ば
、
 

ど
う
も
十
分
で
は
な
さ
そ
う
で

す
。
総
理
府
の
世
論
調
査

（昭

和
六
十
年
三
月
）
に
よ
る
と
、
 

「大
地
震
の
被
害
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
が
あ
る
か
」
と
い
う

質
問
に
、
 「あ
る
」
と
答
え
た

人
は
全
体
の
五
〇
・
八
％
に
し

か
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
ま

り
、
二
人
に
一
人
は
、
大
地
震

の
被
害
を
甘
く
見
て
い
る
、
と
 
 

り
ま
せ
ん
。
 

地
震
は
今
の
と
こ
ろ
、い
つ
、
 

ど
こ
で
、
ど
の
く
ら
い
の
規
模

で
起
き
る
か
、
と
い
っ
た
予
測

が

一
般
的
に
困
難
で
す
か
ら
、
 

わ
が
身
を
守
る
唯
一
の
手
立
て

は
、
日
頃
の
備
え
に
あ
る
と
い

え
る
で
し
よ
う
。
 

い
え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

正
し
い
防
災
知
識
と
的
確
な

防
災
行
動
力
を
身
に
つ
け
て
い

れ
ば
、
万

一
、
大
地
震
に
見
舞

わ
れ
て
も
被
害
は
最
小
限
度
に

く
い
止
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
 

い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
ら

な
い
大
地
震
の
恐
怖
に
対
し
、
 

わ
た
し
達
は
ど
う
対
処
し
た
ら

よ
い
か

ー
 
震
の
心
得
十
か
条

を
も
う

一
度
確
認
し
た
い
も
の
 

で
す
。
 

1
 
ま
ず
、
わ
が
身
を
守
る
 

地
震
の
大
き
な
揺
れ
は
、
 一

分
程
度
で
お
さ
ま
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
、
机
、
 

ベ
ッ
ド
な
ど
の
丈
夫
な
家
具
の

下
に
身
を
か
く
し
、
し
ば
ら
く

様
子
を
見
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
、
上
か
ら
落
ち
て
く
る
物
に

注
意
し
て
、
座
ぶ
と
ん
な
ど
で

頭
を
保
護
す
る
こ
と
も
忘
れ
ず
 

に
。
 

2
 
素
早
く
火
の
始
末
を
 

，使
用
中
の
ガ
ス
器
具
、
電
気

器
具
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
、
 

素
早
く
火
を
消
し
て
く
だ
さ
い
。
 

地
震
で
怖
い
の
は
、
火
事
に
よ

る
二
次
災
害
で
す
。
 

3
 
出
口
を
確
保
す
る
 

地
震
の
震
動
に
よ
っ
て
住
宅

の
扉
が
ゆ
が
み
、
開
か
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
震
が

発
生
し
た
ら
、
玄
関
な
ど
の
扉

を
開
け
て
出
入
口
を
確
保
す
る

ょ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
 

4
 
火
が
出
た
ら
ま
ず
消
火

万
が

一
出
火
し
て
し
ま
っ
た

ら
、
消
火
器
や
消
火
用
水
で
す

ぐ
に
消
し
止
め
ま
し
ょ
う
。
ま
 
 

た
、
隣
近
所
に
声
を
か
け
、
み

ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
初
期
消

火
に
努
め
ま
し
よ
う
。
 

5
 
あ
わ
て
て
戸
外
に
 

飛
び
出
さ
な
い

あ
わ
て
て
戸
外
に
飛
び
出
す

と
、
か
わ
ら
や
窓
ガ
ラ
ス
な
ど

が
落
ち
て
き
て
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
き

な
揺
れ
は

一
分
程度
で
お
さ
ま

り
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て
行

動
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

6
 
危
険
な
場
所
に
 

近
寄
ら
な
い
 

狭
い
路
地
や
塀
ぎ
わ
な
ど
は
、
 

か
わ
ら
が
落
ち
て
き
た
り
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ
た
り
す
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
が
け

や
川
べ
り
は
、
地
盤
が
緩
み
、
 

崩
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
 

7
 
山
崩
れ
、
か
け
崩
れ
、
 

津
波
に
注
意
す
る
 

山
ぎ
わ
や
急
傾
斜
地
域
で
は
、
 

山
崩
れ
や
が
け
崩
れ
が
起
こ
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
 

海
岸
地
域
で
は
、
津
波
の
発
生

も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
十
分
 
 

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

8
 
避
難
は
徒
歩
で
 

持
ち
物
は
最
小
限
に
す
る

自
動
車
の
使
用
は
消
火
活
動

や
救
急
救
護
活
動
な
ど
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
。
必
ず
徒
歩
で
避

難
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
持
ち

物
は
非
常
食
料
品
、
飲
料
水
、
 

救
急
薬
品
、
貴
重
品
な
ど
最
小

限
に
と
ど
め
、
身
軽
に
行
動
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

9
 
み
ん
な
で
協
力
し
あ
っ
て

応
急
救
護
を

被
害
が
大
き
く
な
る
と
、
消

防
署
な
ど
に
よ
る
救
急
活
動
だ
 
 

け
で
は
、
負
傷
者
の
手
当
て
が

間
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
軽
い
ケ
ガ
な
ど
の
応
急
処

置
は
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ

て
や
り
ま
し
よ
う
。
 

1
0
 正
し
い
情
報
を
つ
か
み
 

余
震
を
恐
れ
る
な

被
害
が
大
き
く
、
混
乱
し
て

い
る
時
は
、
誤
っ
た
情
報
が
流

れ
や
す
い
も
の
で
す
。
公
的
機

関
の
広
報
や
指
示
に
従
っ
て
、
 

冷
静
に
行
動
す
る
よ
う
努
め
ま
 

し
よ
う
。
 

震
 
日
頃
の
備
え
で

地
  

わ
が
身
を
守
ろ
う
 

 

家族の安全は 
『家族防災会議』から 

もし、わたし達の住んで叱、る町に大地震が起きた

ら…地震に限らず、いざというときにあわてないた

めにも、ふだんから防災について考えておくことが

大切です。 9 月 1 日は 「防災の日」 。 これを機会に

家族みんなで 「家族防災会議」 を開き、防災につい

て話し合いたいものです。 

家族防災会議で話し合うこと 

●家族の役割分担 

●離ればなれになったときの家族の連絡先と連絡方

法 
●火の始末と初期消火 

●家具・危険物などの点検整備 

●避難場所と避難路の確認 

●水、食料などの備蓄と非常持出品の準備 

．災害についての正しい知識 

  

→～一 

 

   

一
一
人
に
一
人
が
 

大
地
震
を
甘
く
見
て
い
る
ワ
【
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中泉橋が完成嚇 
議 十川改修事業に弾 

一
  
」
 

昭和60年 9 月からすべての道路での着用

が義務づけられたシートベルト。しかし、 

シート 
ベルトは命綱 

シートベルト着用推進運動実施中 

9月20日（土）まで

いつも締めていますか？ 

罰則が科せられる高速道路以外では着用し

ないドライバーも多いようです。わずらわし

いから．・・という前に、シートベルトの大切

さを一度見直しましょう。 

?

＞
、
ノ
 

、
ー
、ー
？
 
、
ノー
 
、ノ
 
し
？1
、
 

昨
年
九
月
か
ら
、
県
に
よ
っ
て
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

た
十
川
の
中
泉
橋
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
八
月
十
一
日
、
そ
の
渡

り
初
め
と
開
通
式
を
行
い
完
成
を
祝
い
合
い
ま
し
た
。
 

同
橋
は
、
十
川
改
修
事
業
の

一
環
と
し
て
架
け
替
え
さ
れ
た

も
の
で
橋
長

一
一
二
）旧
、
幅
員

九
H
（
車
道
六
））
、両
側
に
各

一
・
五
H
の
歩
道
）
で
総
工
事

費
二
億
八
千
百
万
円
で
す
。
 

こ
の
日
の
午
前
十

一
時
三
十

分
、
花
火
を
合
図
に
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
、
五
所
川
原
登

山
ば
や
し
保
存
会
中
泉
支
部
の
 
 

み
な
さ
ん
に
よ
る
登
山
ば
や
し

を
先
頭
に
、
工
藤
松
四
郎
さ
ん
 

（七
七
）
の
親
子
三
代
家
族
と

県
土
木
部
長
代
理
の
氏
家
峯
夫

河
川
課
長
、
森
田
市
長
、
竹
浪

板
柳
町
長
、
中
野
鶴
田
町
長
な

ど
約
百
人
が
渡
り
初
め
を
行
い

ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
会
場
を
梅
沢
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
移
し
約
 
 

を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
祝
賀
会
に
入
り
、
 

森
田
市
長
が
「
こ
の
た
び
の
中

泉
橋
の
完
成
に
意
を
強
く
し
、
 

下
流
部
の
改
修
促

進
に
努
力
し
て
ま
 

い
り
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。
十
川
改
修

事
業
は
、
本
市
域

で
は
残
す
と
こ
ろ

同
橋
か
ら
岩
木
川

合
流
点
ま
で
の
約

八

・
ー
キ
ロ
と
な

り
、
同
橋
の
完
成

は
今
後
の
事
業
促

進
の
弾
み
と
な
る

も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

百
十
人
が
出
席
し
て
式
典
を
行

い
、
十
川
改
修
期
成
同
盟
会
会

長
の
竹
浪
板
柳
町
長
が
「
中
泉

橋
の
完
成
を
契
機
に
、
今
後
更
 

に
十
川
改
修
事
業
の
促
進
を
図

っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
いさ
つ
。
 

来
賓
を
代
表
し
て
、
櫛
引
留
吉

県
議
と
氏
家
河
川
課
長
が
祝
辞
 

'5

I ( )*)]It 

完成した中泉橋全景 
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「
主
好
地区
で
移
働
襲
鱗

「
『
 
電
話
交
換
ス
ム
ー
ズ
に
 

最
新
型
交
換
機
に
切
り
替
え
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組

合

（
黒石
健
作
消
防
長
）
で
は

八
月
十
七
日
、
鶴
ケ
岡
の
三
好

橋
上
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
三
好

地
区
を
対
象
と
し
た
移
動
消
防

展
を
開
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
組
合
が
五
所
川

原
地
域
防
災
協
会
（
飛
嶋孝
英

会
長
）
と
三
好
地
区
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
（
開
米喜
美
会
長
）
の
 
 

協
力
を
得
て
開
い
た
も
の
で
、
 

高
さ
四
十
屑
の
か
ン
ゴ
車
や
救

急
車
、
蒸
気
ポ
ン
プ
太
郎
号
な

ど
が
参
加
。
 

三
好
地
区
で
は
こ
の
日
、
同

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
住
民
運
動
会
が

開
か
れ
、
こ
れ
が
終
了
と
同
時

に
約
五
百
人
の
参
観
者
が
ド
ッ

と
訪
れ
ま
し
た
。
 

同
消
防
展
で
は
（
ま
ず
同
地
 

区
の
川
浪
寿
子

さ
ん
、
工
藤
秋

代
さ
ん
、
竹
谷

綾
子
さ
ん
、
高

橋
寿
雅
子
さ
ん
、
 

三
浦
直
美
さ
ん

の
女
子
高
生
五

人
に
対
し
、
黒

石
消
防
長
が
一

日
婦
人
消
防
官

を
委
嘱
。
 

こ
の
後
、
蒸

気
ポ
ン
プ
に
よ

る
放
水
、
婦
人

防
火
ク
ラ
プ
に

よ
る
放
水
、
救

助
隊
に
よ
る
ボ
 

ー
ト
を
使
っ
た

水
難
救
助
、
ェ
 

ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
を
使
っ
て
事

故
車
か
ら
負
傷
者
を
救
出
な
ど

の
訓
練
が
次
々
と
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

さ
ら
に
、
ハ
シ
ゴ
車
へ
の
体

験
搭
乗
や
救
急
隊
に
よ
る
ニ
ュ
 

ー
レ
サ
シ
ア
ン
（身
体
蘇
生
用

練
習
人
形
）を
使
っ
た
救
急
法
、
 

消
火
器
に
よ
る
消
火
な
ど
の
訓

練
も
行
わ
れ
、
住
民
が
積
極
的

に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
 

会
場
で
は
こ
の
ほ
か
、
消
防

用
資
材
、
小
学
生
の
ポ
ス
タ

ー
 

や
標
語
な
ど
も
展
示
。
ま
た
、
 

「火
事
だ

ー
ノ
」
と
叫
ぶ
大
声

コ
ン
ク
ー
ル
、
 「消
防
車
や
救

急
車
は
現
場
へ
急
行
す
る
時
、
 

何
キ
ロ
で
も
出
せ
る
か
？
」
な

ど
の
消
防
ク
イ
ズ
も
行
わ
れ
好

評
を
得
ま
し
た
。
 

同
組
合
で
は
、
今
後
こ
の
消

防
展
を
年

一
回
、地
区
毎
に
開

き
市
民
の
防
火
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。
 

市
で
は
八
月
八
日
、
市
民
へ

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行

政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
市
役

所
の
電
話
交
換
機
を
最
新
型
の

デ
ジ
タ
ル
式
に
切
り
替
え
ま
し
 
 

た
。
 

新
交
換
機
は
「
デ
ジ
タ
ル
交

換
機
E
P
上
一
一
」
。
こ
の
交

換
機
は
、
従
来
の
ク
ロ
ス
バ

ー
 

式
と
違
い
、
ボ
タ
ン
ー
つ
で
外
 

部
電
話
を
転
送
で
き
る

と
共
に
、
空
き
電
話
を

機
械
が
自
動
的
に
捜
し

て
転
送
す
る
た
め
、
電

話
交
換
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
、
待
ち
時
間
が
短

縮
さ
れ
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
同
交
換
機

は
デ
ジ
タ
ル
多
機
能
電

話
機
等
を
取
り
付
け
る

と
、
パ
ソ
コ
ン
や
デ

ー
 

タ
端
末
等
の
O
A機
器
 

津
軽
鉄
道
脚
代
表
取
締
役
会

長
の
佐
々
木
啓
二
さ
ん
は
八
月

二
日
、
市
役
所
を
訪
れ
助
五
所

川
原
市
教
育
振
興
会
に
二
十
万

円
を
寄
付
、
鈴
木
教
育
長
に
そ

の
目
録
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

佐
々
木
さ
ん
か
ら
の
寄
付
は
 
 

と
の
接
続
が
可
能
な
先
進
的
な

も
の
で
す
。
 

ま
た
、
庁
内
で
は
三
者
通
話

も
可
能
な
ほ
か
、使
用
料
も
こ

れ
ま
で
よ
り
安
く
、
設
置
後
八

年
目
か
ら
は
、
そ
れ
が
三
分
の

一
以
下
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

大
変
経
済
的
で
す
。
 

県
内
の
市
町
村
で
は
、
鯵
ケ

沢
町
、
む
つ
市
に次
い
で
三
番

目
。
こ
の
日
は
、
森
田
市
長
と

根
元
義
夫
N
T
T五
所
川
原
電

報
電
話
局
長
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

し
て
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
祝
い
ま
 

し
た
。
 

脇
）
爵
 

今
回
で
連
続
九
回
目
と
な
り
、
 

関
係
者
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

教
育
振
興
会
に

2
9万
円
 

師
 

津
鉄
の
佐
々
木
さ
ん
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マ杢 7咋 
ィパルで若者達と談笑する” 

森田市長 て左） / 

総会であいさつを述べる森田市長 

度
ば
留
守
宅

貧

の
メ
ッセ
ー
シ
 

日
航
犠
牲
者
に
捧
げ
る
 

鎮
魂
歌
を
現
地
へ
送
る
 

神
山
の

斎

藤
さ
ん
 

市
出
稼
協
会

（
会長

・
森
田

市
長
）
の
昭
和
六
十
一
年
度
総

会
が
八
月
十
六
日
、
市
山
五
会
 

民
館
で
会
員
や
来
賓
な
ど
約
百

五
十
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま

し
た
。
 

若
者
よ
、
限
り
な
く
熱
く
な

れ
→
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
八
月
十

日
、
市
中
央
公
民
館
で
「
第

一

回
西
北
五
青
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
開
か
れ
、
西
北
五
の

若
者
た
ち
が
交
流
し
合
い
ま
し

た
。
 

こ
の
フ
ュ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
 

昨
年
西
北
五
地
域
か
ら
「県
青

年
の
船
」
に
参
加
し
た
若
者
達

が
、
そ
こ
で
得
た
貴
重
な
体験

を
も
と
に
、
同
地
域
の
よ
り
多

く
の
若
者
達
と
出
会
い
の場
を

つ
く
り
、仲
間
づ
く
り
を
し
て
 

総
会
で
は
、
会
長
で
あ
る
森

田
市
長
が
 
「市
民
の
み
な
さ
ん

が
安
心
し
て
出
稼
ぎ
で
き
る
よ

う
に
市
も
万
全
を
期
し
ま
す
。
 

ま
た
、
将
来
出
稼
ぎ
の
な
い
明

る
い
豊
か
な
五
所
川
原
を
実
現

す
る
た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

」
 

と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
e
三
上
力

男
県
出
稼
対
策
室
総
括
主
幹
、
 

久
保
純
一
五
所
川
原
公
共
職
業

安
定
所
長
の
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
議
案
審
議
に
入
り
、
 

前
年
度
の
決
算
、
六
十
一
年度
 

い
こ
う
と
企
画
、
実
施
し
た
も

の
。
 

開
会
式
で
は
、
和
島
隆
志
同

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
後
、
来
賓
の
森
田

市
長
が
「
み
な
さ
ん
が
、
こ
の

よ
う
な
フ
ュ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
す
る
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
後
、
西

北
五
の
若
者
達
の
ふ
れ
あ
い
の

輪
が
一
層
拡
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
お
祝
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

会
場
で
は
こ
の
後
、
演
劇
、
 
 

め
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
 

去
る
八
月
七
日
に
は
、
本
市

の
長
富
地
区
か
ら
東
京
都
町
田

市
に
出
稼
ぎ
中
の
市
民
が
、業

務
上
の
事
故
で
亡
く
な
っ
て
お

り
、
こ
の
日
の
総
会
で
も
事
故

の
な
い
明
る
い
出
稼
ぎ
を
誓
っ

て
い
ま
し
た
。
 

な
お
、
こ
の
日
は
総
会
に
先

立
っ
て
、
市
の
保
健
婦
三
人
に

よ
り
出
稼
ぎ
さ
れ
る
人
達
の
一

人
ひ
と
り
の
尿
検
査
と
血
圧
測

定
を
行
い
、
健
康
で
明
る
い
出

稼
ぎ
の
実
現
を
呼
び
か
け
ま
し
 

フ
ォ
ー
ク
演
奏
、バ
ン
ド
演
奏
、
 

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
の
ほ
か
、西
北

五
の
物
産
展
や
県
青
年
の
船
の

写
真
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
午
後
三
時
か
ら

は
参
加
者
全
員
に
よ
る
交
流
会

が
開
か
れ
、
手
話
サ
ー
ク
ル
に

よ
る
コ
ー
ラ
ス
、
マ
ジ
ッ
ク
、
 

ゲ
ー
ム
、
ダ
ン
ス
な
ど
を
楽
し

み
な
が
ら
交
流
を
深
め
合
い
、
 

最
後
に
青
年
の
船
で
お
わ
か
れ

の
際
歌
わ
れ
た
「ま
た
い
つ
か
」
 

を
合
唱
、八
時
間
に
わ
た
る
フ
ュ

ス
テ
ィバ
ル
を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

神
山
の
斎
藤
由
雄
さ
ん
（
磐

は
七
月
末
、
昨
年
の
日
航
ジ
ャ

ン
ボ
機
墜
落
事
故
の
一
周
忌
を

前
に
、
犠
牲
者
に
捧
げ
る
鎮
魂

歌
を
つ
く
り
現地
の
村
へ
送
り

ま
し
た
。
 

作
曲
は
斎
藤
さ
ん
の
友
人
で

日
本
作
曲
家
協
会
会
負
で
あ
る

木
造
町
の
伊
藤
ひ
ろ
し
さ
ん
 

(
6
5）
が
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
鎮
魂
歌
を
聴
い
た
人
の

話
に
よ
る
と
、
こ
の
曲
は
ゆ
っ

く
り
と
し
た
荘
重
な
曲
で
思
わ

ず
涙
ぐ
ん
で
く
る
と
い
う
。
 

斎
藤
さ
ん
は
、
 「
一
周
忌
を

前
に
犠
牲
者
を
少
し
で
も
慰
め

る
こ
と
が
で
き
れ
ぱ
と
思
っ
て
 
 

つ
く
っ
た
」
と
、
ま
た
伊
藤
さ

ん
は
「
斎
藤
さ
ん
の
詞
は
心
が

込
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
私
は

作
曲
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」
 

と
そ
れ
ぞ
れ
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

斎
藤
さ
ん
の
つ
く
っ
た
鎮
魂

歌
は
次
の
と
お
り
。
 

一
 
と
き
は
八
月
十
二
日
 

空
を
さ
ま
よ
い
 
力
も
つ

き
は
て
 

御
巣
鷹
山
に
激
突
す
 

五
百
二
十
名
の
い
の
ち
奪
う

悲
し
む
心
 
散
る
ば
か
り

あ
あ
 
お
お
し
き
み
た
ま
よ

迷
わ
ず
に
 
安
ら
か
に
ね
む

れ
 

（二
、
三
番
略
）
 

oで
弓

8
弓

8
国

8
国

f
 

『
 鋤
脚
 
》
」
 

ギ
 
第
第
 
姉

汎
 

y
 
税

税
す

汎

戸
は
産
険

で
』
 

「
温
鵬
響
 

柳
‘
、固
健
 
の
卿
 

ヂ
●

じ
の
、ぐい
の
●
い
c
Jぐ
も
 

（第622号） ⑥ 

窃
  
⑩
な
い
鯛
る
い
闘
露
嘗
暑
 
市
出
稼
協
会
総会
 

の
事
業
計
画
と
予
算
な
ど
を
決
 

た
。
 

青
年
同
士
の
連
帯
を
深
め
合
う
 
青
年
の
フ
ェス
ー鱈
観
 

麟麟倉編 

【
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九
月
四
日
、
本
市
の

市
営
球
場
で
 
「第
二
回

国
際
女
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
 

ル
大
会
扇
ジ
ャ

パ
ン

カ
ッ
プ
」
が
開
か
れ
ま

す
。
 

同
大
会
は
、
 
（
財）
 

日
本
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
協

会
が
、
世
界
最
高
の
技

術
を
も
つ
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
招
い

て
開
く
も
の
。
本
県
は
 

も
ち
ろ
ん
、
東
北
で
も
初
め
て
 
参

加
チ
ー
ム
は
、
世
界
ォ
ー
 

行
委
員
会
事
務
局

（h
⑩

一
五
 

で
、
五
所
川
原
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
 
ル

ス
タ
ー
チ
ー
ム
、
ア
ジ
ア
ォ
 

六
八
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
 

ル
協
会

（
丸海
老
祐
造
会
長
）
 
ー
ル

ス
タ
ー
チ
ー
ム
、
A
I
A
 

だ
さ
い
。
 

の
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
熱
意
が
 
（
米

国
）
チ
ー
ム
、
日
本
選
抜
 

認
め
ら
れ
、
本
市
で
開
催
と
な
 
チ
ー
ム

の
四
チ
ー
ム
で
選
手
、
 
一
う
 

っ
た
も
の
で
す
。
 

役
員
な
ど
合
わ
せ
て
約
百
人
が
 
一，
 

同
大
会
は
昨
年
、
高
知
、
大
 
本

市
を
訪
れ
ま
す
。
 

阪
な
ど
西
日
本
中

心
に
第

一
回
 
市

民
の
み
な
さ
ん
、
世
界
最
 

大
会
が
、
そ
し
て
今
年
は
九
月
 
高

水
準
の
技
術
を
も
つ
女
子
ソ
 

ー
百
に
札
幌
、
四
日
に
本
市
、
 

フ
ト
ボ
ー
ル
の
国
際
大
会
を
ご
 

六
日
に
浦
和
で
そ
れ
ぞ
れ
第
二
 

ら
ん
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

回
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
同
大
会
実
 

広報ごしょがわら （第622 ’ン 

市役所の電話番号は⑩2111番 図周国回日国日 
一新・購り，図‘書証のI紹瞬ー 

書 	名 著 者 名 書 	名 著 者 名 

ュ
レ
 
か
 
ね
 
え

、
ン
 
王

)
 

ん
一
 
い

ス
 

あかね書房 雪 国 の，語 部 武田 	正 

幻
 
悦
 

・
 
」

」
  

生
わ
 
話
 

あすなろ書房 母
 
性
 
を
 
問
 
う
上
 

下
  

脇田 晴子 

日 本 の 神 言舌 ク 
文科的理科の 

時代 藤井 康男 

社会・未来・ 
わたしたち 岩崎書店 中 華畳 陀羅 辻 	康吾 

創作児童文学 日王 文 社 日本の平野と 
海岸 貝塚 	s子 

世界どうわ 
傑作選 イ皆 成 社 ハイテク大事典 

ュ，ンタ― 
編集室 

世界の子ども 
たち 1 其月 

ク 夏目瀬石博物館 石崎 	等 

ジュニア 
手芸全集 学習研究社 センサー 

応用工作 西村 昭義 

し の え ほ ん 国 土 社 家庭の健康百科 長谷川京子 

がんばれ一年生 ク 
手づく り 

農産加工 真部 孝明 

た
の
 
ず

か
 
ら
が
 
は

く
 
か

の
 
せ
本
 

ク ア ドルフに告ぐ 手塚 治虫 

国土社の 
新作童話 

ク 泣
 
て
突
 
笑

っ
 
っ
ぱ
 
て

っ
 
て
 

玉川 スミ 

創作こども 
SF全集 

ク ス
 
ケ
 
ッ
 
チ
 
の
描
 
き
 
方
 

松谷 春男 

世界伝記文庫 
A・B ク 

近代小説の 
言語空間 野口 武彦 

国
特
 
土
選
 
社

創
 
の
作
 
セ
 
ッ
 

kー
 
 

ク 
夢と承知で 

上・下 笹沢 左保 

新日本風土記 ク 羊
 
男
 
の

ク
 
ス
 
マ
 
ス
 

村上 春樹 

めいたんてい 
スーノf一わん 大日本図書 恋文の 

ま】,んなたち 連城三紀彦 

こ才1,からの 
エネルギー ポ フP ラ 社 こころと 

技術革命 木村 治美 

子一どもおもしろ
新聞プルプル 

ク 雪 	 苑 大マ畢 良信 

ジュニ．ア 
手づく り教室 

ク 
植村直己 

ものカたり 
さ
 
か
 
い

と
 
も
 
み
 

容
回
●
回園
女
尋
ツワ
ト
蒙
J

妙
お
会
師
ン散
乃
 

/
 

9
月

4

日
 

固

歳
前
の
繰
り
上
げ
請
求
は
 
ク

唾
涯

の
減
額
年
金
と
な
り
ま
す

v
 

長
い
間
、
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
め
て
六
十
歳
に
な
っ
た

方
、
加
入
期
間
の
卒
業
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ

と
は
、
年
金
の
受
給
を
待
つ
だ

け
で
す
ね
。
 

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始

は
本
来
六
十
五
歳
か
ら
で
す
が
、
 

六
十
歳
以
降
に
繰
り
上
げ
て
請

求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

し
か
し
、
こ
の
繰
り
上
げ
請

求
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
減
額

の
年
金
と
な
り
ま
す
。
 

こ
れ
を
総
支
給
額
で
単
純
計

算
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
、
六

十
歳
で
四
十
二
％
減
の
繰
り
上

げ
請
求
を
し
た
と
き
、
七
十
一
一

歳
で
六
十
五
歳
請
求

者
に
追

い
越
さ
れ
、
八
十
歳
で
は
二
百
 
 

十

一
万
円
の
損
失
と
な
り
ま
す
。
 

（
六十

一
年
度
価
格
計
算
）
 

さ
ら
に
、
厚
生
生
金
の
加
入

期
間
の
あ
る
方
が
こ
の
繰
り
上

げ
請
求
を
す
る
と
、
六
十
歳
か

ら
支
給
さ
れ
る
老
齢
厚
生
年
金

は
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
停
止

さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
繰
り
上
げ
請
求
を
し

た
後
に
障
害
者
と
な
っ
て
も
、
 

障
害
基
礎
年
金
の
請
求
は
で
き

ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
の
繰
り
上
げ
請
求

は
こ
の
よ
う
な
不
利
益
も
あ
る

の
で
慎
重
に
考
慮
し
、
で
き
る

限
り
六
十
五
歳
か
ら
の
満
額
年

金
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
 

う
。
 

五
所
川
原
弓
道
A
ki」
旧
周
銅
記
周
 

市
民
弓
道
教
室
受
講
生
募
集
中
 

マ
受
講
資
格
 
一
般
男
女
 
マ
受
講

料
 
無
料
 

マ
期
間
 
八
月
二
十

一
日
ー
十
 
▽
申
込

み
・
間
い
合
わ
せ
先
 

月
一
干
一
日
 
毎
週
火
未

一
 
成
田
印

店
（
新
町
。
⑩

一
〇
 

土
曜
日
 
午
後
七
時
ー
九
時
 
八

三
番
）
 

▽
会
場
 
三
道
会
館
弓
道
場
（
 
主

催
 
五
所
川
原
弓
道
会
 

市
役
所
隣
）
 
後
援
 
市

教
育
委
員
会
 



秋・冬期出稼労働者
現地選考会 

五所川原公共職業安定所 

出稼ぎを希望される人は、ぜひ出席しまし

よつ o 

D日程 9 月29日（lI） 埼玉・千一葉県 

10月1 日（困 東京都 

10月 2 日（丞） 神奈川県 

10月 3 日⑨ 静岡・愛知県 

※時間は、いずれも午前 9 時から正午まで。 

r レ場所 五所川原公共職業安定所 

r- 会週目駅目勉勿日囲目コ 
I 固男臼会 	 I 
~ 	 県教育委員会」 

レ期日 9 月15日⑤午前 9 時～午後 4 時 

）場所 青森市民文化センター（青森市松原1丁目） 

レ参加対象者 ①文部省認定社会通信教育受講者ま

たは修了者 ②一般参加希望者（高校生以上） 

ン受講料 無料 

レ内容 講演「生涯学習のすすめ…学ぶ楽しさを求

めて」 面接指導課程①保育②書道（③）ペン字（④）服

装⑤レタリング（6）実用英語 

レ申し込み方法 ハガキまたは電話で、氏名、住所、 

電話番号、課程名、職業、年令をお知らせくださ
い o 

レ申し込み先 青森県教育庁社会教育課 社通係 

(画o37 青森市新町1丁目 3 の 1廿0177-22- 1111 
番 内線5191番） 

r 

お
年
寄
り
や
障
害
者
と
税
 

終
戦
当
時
の
 

引
き
揚
げ
者
の
方
々
へ
 

通
貨
・
証
券
な
ど
を
 

お
返
し
し
て
い
ま
す
 

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
 
◇
 
◇
 

い
る
次
の
通
貨
・
証
券
を
お
返
 
返
還
の
申
し

出
は
、
ご
本
人
 

し
し
て
い
ま
す
o
 

ば
か
り
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
 

●

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
 
で

も
結
構
で
す
。
お
心
当
た
り

揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
 
の
方
は
、

上
陸
港
を
所
轄
す
る

港
の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら
 
税
関

ま
た
は
最
寄
り
の
税
関
へ
 

れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●

外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
 
青

森
税
関
支
署
（
青
森
市
青

総
領
事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
 

柳
一
丁
目

一
番
一
口各
〇

一
七

証
券
な
ど
の
う
ち
、
日
本
に
送
 

七
ー
三
四
ー
〇
七
八
〇
番
）
 

り
返
さ
れ
た
も
の
 

昭和61年（1986年） 9 月 1日 
	

広報ごしょがわら 

「園範］肥尋歌会鍋（！乏）昌B国琶コ 

1 	露週戒⑩康う週冒冒囲~ 
レお題 『木』 （樹と詠んでもよい） 

レ詠進要領 ① 詠進歌は、自作の歌でI人 1首とし、 

未発表のもの。 ② 用紙は、半紙（和紙）とし、 

毛筆で自書してください。 ③ 病気又は身体障害

のため自書することができない場合は、他人が代筆

しても差し支えありませんが、代筆の場合には、別

の紙に代筆の理由、代筆者の住所と氏名を書いて詠

進歌に添えてください。 なお盲人の人は、点字で

詠進しても差し支えありません。 ④ 書式は、半

紙を横長に用い、右半分にお題と歌、左半分に郵便

番号、住所、氏名（本名、ふりがなつき）、生年月

日、職業（なるべく具体的に）を縦書きで書いてく

ださい。 （書式図参照）無職の場合は、単に「無職」 

と書いても差し支えありませんが、以前職に就いた

ことがある場合は、なるべく元の職業を書いてくだ

さい。 なお、主婦の場合は、単に 「主婦」 と書い

ても差し支えありません。 

）詠進の期問 9 月1日から10月11日までトとし、郵送

の場合は、10月11日までの消印を有効とします。 

レあて先 'I100 東京都千代田区千代田1番1号宮内庁 

（封筒に 「詠進歌」 と書き添えてください。） 

（書 式 図） 

      

職
 
豊
末
 

氏
 

名
 

年
月
日
生
 

郵

便番号、

住 ふ り 

カ 

な 所 

、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 

、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 

木
 

      

僻勺33センチメー ト Jレ） 

（
約2
4セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
 

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
 

国
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
健

康
で
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
 

な
か
で
も
、
お
年
寄
り
や
心

身
に
障
害
が
あ
る
人
な
ど
、
社

会
的
、
経
済
的
に
弱
い
立
場
に

あ
る
人
に
対
し
て
は
、
そ
の
生

活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
老
人

医
療
費
給
付
や
各
種
の
施
設
の

整
備
な
ど
に
よ
り
社
会
保
障
を

充
実
さ
せ
る
一
方
、
税
金
の
面

で
も
い
ろ
い
ろ
な
特
典
が
設
け
 



員
 

①
工
級
電
気

⑦
初
級
電
気
 

▽
受
験
資
格
 

▽
試
験
職
種
及
び
合
格
予
定
人
 

①
上
級
電
気
 
昭
和
三
十
四
年

四
月
一
百
か
ら
昭
和
四
十
年

四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
 

⑦
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
 

（四
年
生
）
で
、
電
気
工
学
 

若若 

雲雲 

又
は
電
子
工
学
の
学
科
を
修

め
て
卒
業
し
た
人
、
又
は
昭

和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
 

m
そ
の
他
⑦
に
準
ず
る
と
認

め
ら
れ
る
人
 

（
」
初
級
電
気
 昭
和
四
十
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
四
年

四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
 

⑦
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
 

職

員
採

用
資

格

試
験
津
軽

広
域
水
道
企
業
団
 

学
校
で
、
電
気
又
は
電
子
の

学
科
を
修
め
て
卒
業
し
た
人
、
 

又
は
昭
和
六
十
二
年
三
月
「
1
 

十

一
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
人
 

m
そ
の
他
⑦
に
塗
」す
る
と
認

め
ら
れ
る
人
 

▽
受
験
手
続
 
津
軽
広
域
水
道

企
業
団
総
務
課
及
び
本
市
人

事
課
で
申
込
用
紙
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
ご
記
入

の
う
え
、
必
要
書
類
を
添
え
 

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

▽
申
し
込
み
受
付
け
期
問
 

九
月
＋

一
日
か
ら
十
月
四
日

ま
で
。
た
だ
し
、
郵
送
に
よ

る
場
合
は
十
月
四
日
の
消
印

が
あ
る
も
の
ま
で
有
効
と
し

ま
す
。
 

▽
申
し
込
み

・
間
い
合
わ
せ
先

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
総
務

課
（
。
〇

一
七
ニ
ー
⑩
六
七

一
一
番
 
弘
前
市
大
字
北
横

町
九
五
ー
二
）
 

川
柳
岩
木
吟
社

幸
せ
の
エ
プ
ロ
ン
朝
の
水
光
り
 
野

泣
子

思
索
す
る
水
面
の
糸
に
陽
と
語
る
 
一
 
粋

名
勝
負
ど
ち
ら
の
汗
も
美
し
い
 
順
 
坊

陽
の
当
る
場
所
が
似
合
わ
ぬ
苦
労
性
 
枯
 
葉

荘
漠
の
砂
漠
で
出
逢
う
水
の
味
 
よ
し

ゆ
き
 

rhh I liii業関襟山 m、 
三 移動相談， 

熱議讐誌鷲鍵 
II魂帯器疑襲 
I施します。 	 三 

言 相談には、県商工課ミ 

Iの貸金業専門職員と市i 
1の職員が直接対応しま 『 

三す。なお、相談の際に 言

昌は借用書、領収書など ‘ 

昌の関係書類をご持参く ‘ 

昌ださい。 	 昌 

お議。9月11日困 i 
』 午前10時～午後 4時i 

論p,,t,flhI",IIIIhI,,hhIIII"漂侃慧 
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狂犬病予防注射と登録 
Dあなたの愛犬を狂犬病から守り、他人に被害を与えな

いために、年 1回の登録、予防注射を受け、放し飼いは

絶対しないでください。 （生後90日一約3か月一以上の

犬は登録、注射を行うことが義務づけられています。） 

犬の注射・登録手数料 

年 1 回 登録料 2,100円 注射料 2,700円 計 4.800円 

場 時 	 間 

9
月

8
H
⑧
 

みと〕“リコ達り昇栄 午前 9時30分～10時30分 

梅 	田梅Y4おラ― 午前10時40分～11時 

羽野木沢コi秀こ4 午前11時10分～11時40分 

高 	野高要化セノタ一 午後1時～1時20分 

神 	山 コお Y 4 午後1時30分～2時 

●

月

9
日
因
 

飯 	詰コお詳 4 午前 9時30分～10時 

毘沙門 支 	所 	前 午前10時15分～10時50分 

中 	川 	コお証 4l:I1JlI 午前11時～11時30分 

藻 午後1時～1時30分 

9
月

1
0H
困
 

若 	葉 森 	の 	家 午前 9時30分～10時30分 

末広町 保 	健 	所 午前10時40分～11時10分 

岩木町 市民文化会館 午前11時20分～11時50分 

平和町 集 	会 	所 午後1時～1時40分 

9
月

i
iH
困
 

湊 	団地集会所 午前 9時30分～10時10分 

稲 	実 消防屯所前 午前10時20分～10時50分 

広 	田 一戸淳一宅前 午前11時～11時30分 

七ッ館 消防屯所前 午後1時～1時30分 

9
月

1
2H
⑧
  

「日市内零L.- 4 -t: '-1 	- 午前 9時30分～10時10分 

「日市内 斎勝駐車場 午前10時20分～10時50分 

旧市内コ験-7.鼻 午後11時～11時30分 

松島町 松 島 会 館 午後1時～1時40分 

※都合の良い場所で受けてください。 

iQ) zf 笛 

おります 
午前9時半～午後4時如分（平日） 
土曜日は正午まで（第2土曜日は休みます） 
〇専門の相談員が親身になってご相談に応じます
〇弁護士相談日：毎月第4水曜午後 1 時～4時 

社団法人日本損害保険協会 

青森自動車保険請求相談センター 
青森市中央一丁目23-5 

明治生命青森中央ビル5階（市役所東寄り相Om位） 
青森調査事務所内 

ff0177-22-1025 (直通) 0177-76-4391 

電話のご相談もお受けします 
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元気してますか ？ 
「みんなの健康教室」 

テレホンサービス 
スタート” 

協力・北五医師会 

NTT轟糠局 

叱＝つ句 

ー～＝コー“= 

健康コーナー 

『愛の献血』お願いします 

み施な⑩健康載冒 
テーマ 「頭痛について」 

日 時 9 月 26日（金）午後 1時 

場 所 市保健センター 

講 師 兼平 亘先生 

（兼平内科小児科医院長） 

主催 北五医師会 市民保健協議会 

D
レ
レ
 

レテーマ 

時
所
師

日
場
講
 

I 

③ 9月はがん征圧月間です。 

あなたはがんの検診を受けたことがあり 

ますか？ 

がんは無症状からはじまる” 

】 がんは早期に発見し 、 早期にマ台療す- ; .  ば見L
いも― 

’のではありません。 むしろ検診を受けないでいる~ 

~方が、ずーっと恐しいことなのです。 	 ~ 
」 

~ 

~ 

昭和61年（1986年） 9月1日 
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乳幼児の健康診査 
ン場所 市保健センター 

ン受付時問 午後1時～1時30分まで％ 

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタ 

ル。 3歳児は尿検査も行いますので、 

日きれいに洗った小ビンに尿を入れて

ってきてください。 

う＊餌主意 ① 6か月児健康相談の際に神経 

芽細胞腫（小児がん）の検査セッ トを配付

しますが、当日つごうで来れない場合は検

査セッ トを衛生課窓口にて配付いたします

のでト、 6 か月、 7か月の赤ちゃんは、ぜひ

おいでトく ださし、。 

一 	（②）病気療養中（特に伝染性の病気）のお 

r 	子さんはご遠慮ください。 

月 	令 対 象 児 期 	日 内 容 

3 か 月 児 S 61年 6月生 10月14日因 健康診査 

6 か 月 児 S61年 3月生 10月21日因 健康相談 

1 	才 	児 S 60年 9月生 10月27日（月） 健康相談 

1才 6か月児 S 60年 4 月生 10月28日因 健康診査 

3 	才 	児 S 58年 6月生 10月16日困 健康診査 

お問い合わせは、市衛生課（廿内線 268・272番） 

ノ＼どうぞ。 

r
 

1I主r＝一一 一一ー一一ー一一一一lI 

I 休日・夜間の急病は II 

1 在宅医師の紹介は消防署へ 1 

235-2O1 9番 
（救急医療部会） 

“一一一三＝一一一ーー一一一馴 

 

市役所の電話番号は⑩2lH番 

9
 

口月
 

日
  

午 	前 午 

2
H
因
  

10時～正午 1時30分～4 時 

飯 詰 支 所 前 県合同庁舎駐車場（栄町） 

6
H
田
  

9時30分～正午 1時～ 3 時 

市役所前お祭り広場 

員昌ドッ勿号日回お包 g 
市では、40歳以上の市民を対象に成人病の早期発見、早期治

療を目的としたミニドックを実施いたします。 対象となる人

は積極的に受けるようにしてください。 

レ実施・申し込み期間 9 月30日因まて、 

ン受診時間 医療機関によって受診時間が違いますので申し

込み時にお知らせいたします。 

レ受診方法 受診を希望する人は市衛生課窓口で、受診記録

票の交付を受け、希望する医療機関で受診してください。 

ン受診料 1 ,000円（申し込み時お ただし70歳以上の方、生

活保護世帯、市民税非課税世帯の方は無料（申し込みの際

証明書を提出してください）。 

ン診査項目 診察、身体測定、心電図、尿検査、貧血検査、 

肝機能検査 

＞問い合わせ先 市衛生課（内線272番） 

オ
当
も
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